


人形は 「かたしろJ IひとがたJな どと呼ばれ、人の身代りとして災厄や

けがれを取 り1除くとし‐った‖兄やlillllυ)具 として使われてきました:,「かたし

ろ_か ら人児、通 J'と|1乎́ド人,形がイ乍られ、 J・供のlJK長の無事を

'「

る風習も

F11まだしました. 更には、樹作人形が`11ま′l、 
イlil1 1行lliとしての:‖ち(りが今に

受け継カツlるにいたっています

I11'fl時f にヽ入り、 人り形は多l白i的にし〔|‖し、7推人形も■j永:IF、 亨lht:推など

そオしそオtの1時イヽのキ1徴 を1寺つ:IF人形が`11まオと、 また、 J4夕そのil」
l:1とは
'Jlに
、

嵯峨人形、御所人形、衣裳ブ、形など人ブ、の1賄賞の|IL界で愛てられる人J形が

涎Jiし、地方ではそれそれの1也方のキ1色を河セ||プに|、Tつ郷二11人形カイ4:られま

した。また、精J/」な動きをするからくリブ、IF多は、I11'f時代の科学技術の一

lllを示すものでもあります

本展ては、I11,f時代の通 rや研iブ、形、京‖
`て
ll作された御所人形、嵯 lll

人形から、地方の特色を■tかにもつ堤ノ、形などの郷 11人形、精緻な判|lj11に

よる動 きを誇るからくり人りF多まで糸
(J300メ
∴1を|'('1し、l ill lとも結びflヽ t たヽ,|:

戸の人形の雅やかな美を御覧いただきたく思います
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次郎左衛門雛 (曇 華院蔵)

堤人形 福神川越 (仙 台市博物館蔵)  賀茂人形蔵)かりくり人形 本挽 (個 人

【講演会】4月28日:日]午後2時～

千葉古人形研究所 千 葉 惣 次 氏
「,I:′″)人形J               _3日

寺30分5月3日[金]午後1日寺30分～2時,3時‐

          氏「か らくり人 形 υ九む j〔J 日本科学技術史博物館準備委員会委員長 東 里予進
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一　・　】ニタ］一　′・・‐・【美術映画会】

4月 29日 [月]午後2時
京都の魅力 美のすべて「京料FI 京某 r」「京剖‖11」

5月6日 [月]午後2時

【美術相談】

4月 21日 :日:午後2時～4時

講師―小野芳浩氏(版画家)/遠 藤原三氏(洋画家)

5月 19日 1日:午後2時 ～4時

「T

御所人形 千代丸様 (宝 鏡寺蔵)

からくり人形 木挽 (個 人蔵)

京都の魅力 美のすべて「奏祭J「京舞 ′Hlノ 千ヽ代J  講師―宮田翁輔氏(洋画家)/広畑正岡」氏(洋画家)


